






41 馬鈴惑の細菌病に関する研究� 

色 も漸次賞褐色乃至褐色を帯びて枯燥 してくる。

凋萎初期には茎の外部は全く異状がなく， 根部及

びス トロンの一部が褐変するのみであるが，茎の

地際部附近を横断してみると，切断面の維管東部

が褐変し，多くの場合その部分から汚白色の粘液� 

7J'自然に溢出してくる。また，根， ストロ ン等の

内部からも汚白色の粘液が溢出する。 凋萎が進む

と，茎の地際部が褐変乃至黒褐変し，時に黒色の

次的侵害をうけた場合に現われる。かかる病株で

は根，ス トロ ン等も大半腐敗し，あるいは枯燥し

て赤禍変するととが多い。

塊~は基部，あるいは芽部附近が~lY í次暗褐変し

て軟化し，往々芽部より粘液が溢出して土粒とと

もに表面に躍着する。しかし，多くの場合は芽部

特に頂芽部を中心に円形乃至不規則友暗灰禍色部

を生じ，内部肉質部が軟化するため多少凹陥し，� 

ζ の軟化部を圧すると，内

部から悪臭のある粘液が皮

部を破って漏出する。塊茎

内部の維管束部は輪状� l乞褐

変乃至黒褐夜、し，該部から

汚白色の粘液が探出するの

が典型的主主症状で基うるが，

暖かいと普通には症状が進

んで維管東部周囲の組織が

汚白色に変じて粘液化し，

あるいは空洞化して遂には

全面的に腐敗崩壊 し 前述

のように外部に粘液を漏出

するようにえにる。内部が全

〈腐敗して僅かに外皮のみ

を残す 場合や，内部が全体
第5図 馬鈴薯育枯病菌が� 1見茎の芽古� Hiから疹出して土粒ととも

に乾燥l司活〈→印〉 したもの

第� 6図 馬鈴薯背枯病病事

左端は健全，右端は軟腐病を併発したもの

条線を生じ，あるいは亀裂を生じて腐敗し， 最後

には全面的に皮部が腐敗して織化し， 髄部も空洞

化する� ζ とがある。しかし，これらの茎の腐敗は

末期的症状であって，他の細菌，糸状菌などの二

または局部的に腐敗後乾燥

して白墨状と怒り，皮部が

収縮することがある。この

ような 外皮 に は 二次的K 

F' n，tlsαn'll1 Pemculiwn等

の菌が着生していることが

多い。本病が猶獄を極めた

ときは，塊茎はほ とんど腐

敗 し，収穫皆無の惨状を呈

する。病症軽微で生育中に

塊茎が腐敗するにいたらず

単に内部症状だけのもので

は，収穫後貯蔵中に暖かいと腐敗の進む� ζ とが』う

る。� 1tお，地上部茎葉の凋萎症状が目立たないも

のでも，茎内部の対t管東部が変色して汚白色の粘

液を海出し，一部の塊茎が侵されている場合も� b 









45 馬鈴薯の細菌病に限lする研究� 

が多<，馬鈴薯青枯病に第一次的危直接関係があ

るとは考えられ友い。病原性を有する F型商によ

る� F ' n wilt は別に研究すべき 問題でるUSCt?'t'U1

る。とれに対して，本調査の対象であるいわゆる

青枯の症状を呈 し?と被害株から分離された特有の

菌種，すなわち S型菌は，菌株tとより ，あるいは

接種条件に よって症状発現の程度に差異はあった

が，分離菌の産地，寄主作物の如何を問わず馬鈴

惑に対して病JJj(、性を示し，接種によって寄主植物

に現われた症状lむ 現地における馬鈴薯育枯病の

初期症状及び進展経過と同ーであった。 すなわち

水耕栽培または植木鉢栽培の馬鈴薯の上部の茎に

木菌を有傷接種すると， 最初，頂ノj、葉特に頂葉が

垂下し， 高温時ーには 2 ~3 日で急激に全葉の槌緑，

垂下，凋萎をきたした。植木鉢栽培の馬鈴薯の茎

第� 8図� l，1;; !i鈴事育布病菌を馬鈴薯の茎の脚郎

第� 7図 馬鈴馨背枯病菌をJん鈴!2!iの茎にギ丁傷核種� 

(←印〉したもの(中央は無接種〕

の脚部VL本菌を有傷接種した場合も ，細い茎では� 

4 日後，太い菜でも 5 ~ 6 日後に頂業の凋萎， til'1 

緑がみられ，やがて全葉の凋萎，捲縮，枯死をき

たした。いずれの場合でも， 接種部位を中心とし

て茎は黒掲変し，維管東部も黒禍変して軟腐し，

本浮遊菌液に� 1時間漫漬し，とれを殺菌土を充填

した植木鉢に移植した ものでは茎の脚部の褐変，

内部維管東部の褐変，細菌液の海出，新薯の維管

に手T傷十~f:重したも の

束部褐変と汚白色の粘有荷台卜液のj俗出がみ、 られた。

また，収穫直後の塊茎をス トロンを� lcm内外付

着させた まま，または ストロンを取り去り， 表面

消毒後本菌浮遊液を スト ロン切断面，または塊茎

基部に塗布接種し，27
0 
C に5日間保ち，その後

室内に静置し?と。 これを� 1箇月 後に調主主した とこ

ろ， 菌はス トロンを通じて塊茎に侵入するととか

確かめられ，塊茎基部の禍変，軟化凹陥， 内部維

管3誌の黒掲変と一部に汚白色の粘:開液の溢出する

ものが認められた。なお，S型菌の菌株接樋ーによ

って生じた被害科くから再分離した菌も全く同様の

病原性を示すことが数例で確かめられた。さらに

するこ とが多かっ¥1:1乳状乃至粘質の白色液を海�  本菌は後述するよ うにナ ス， トマ ト等にも病原性

を有して背粘症状を呈せ しめた。た。"$.の脚部に接樋 したものでは一部の塊茎の維

管東部まで黒褐変していた。播種時に種薯または す友わち，これらの点からみ、てS型菌が本:調査

土撲に本菌を接種した場合には発病はまれにみ、ら の対象病害の病原菌であ ることが確実であり ，本

れたに過を方、かったが，圃場に生育中の馬鈴惑をf 菌は比較対照に用いた� P seudomollCtssolα加� mα 7"Wn  

抜きとり ，根部を水洗して表面消毒を行放った後 E. F.SMITH と同種でるるととも病原性及び細
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2 一般培養性質及び生理性質

本病原細菌は 1~:Jt卜寒天周平培養法上では培養 3 

~ 4 日後(培養温度 30 
0 C )κ円形乃至不� E円形

の小型提訴を生ずる。� ζれは丘状乃至やや中高で，

表面は平滑である。来?容の色は汚白色乃至乳黄色

まれに灰補色を呈し，手し光があり ，周縁!式全縁乃

至やや波状で通うる。肉汁寒天の制線培養では糸状

より腕糸状κ発育し，菌苔の色は汚白色乃至乳黄

色，菌株に より褐色乃至漆黒色を呈する。基質内

にも多少浸潤状に発育し)� ha loを生じ， 基質は

一般に変色し友いが， 菌株によてコては濃禍色を呈

する� ζ とがある。� /;!;:J汁培養では発育良好で，液は

一様に掴濁し，僅かに ~ I~薄友膜を生ずるが砕けや

すし やや粘潤友沈澱を生ずる。 液は一般に変色

し友いが，菌株により多少禍化する。馬鈴薯� Fi立汁

を基質とした培養基では肉汁培養基よりも本菌の

発育が良好である� η ゼラチンを液化し友い菌株が

多いが，僅かに層状に液化する菌料、もある。牛乳

を擬回するととえl:<漸次消化する。コ ーン氏液，

フエノレミ氏液，フレン ケノレ氏液� p ツアペツク氏液

第� 9図	 IG鈴惑でf税i病発生地の土撲に l.r~鈴!f幼植 

4O/}を移柏したものに発生した菅枯病痕状� 

(5) 本病原細菌の主要性質

北海道における凋萎性細菌病被害株から分離さ

れた� S型菌，すゑわち馬鈴事j青枯病菌の形態，培

養，生理等の一般性質については当場報告第� 4号

に詳述したので，� ζζ には特K注意すべき点につ

いてのみ概括する。� 

1 形態

本細菌の形状は短得形で両端鈍円である。多く

は孤生するが 3 まれに 2 ~数伺連鎖する O 大いさ

は培養基の種類，菌株等によって若二� F異なるが，

概ね 1 ・ 2~2 ・ O μx 0 ・ 5~O ・9μ である。芽

胞及び包誌を形成しない。鞭毛を有して迩動性で� 

bる。鞭毛はち� js生で普通一端に生ずるが，まれに

北海道立設業試験場報告第8号

菌学的性状から判定された。従って，本調査の対

象病害が馬鈴薯育枯病にほかならえEいζ とが明か

にされた。





48 北海道立設業試験場報告第8号

乳糖，麦芽糖，デキ ス トリン，可溶性澱

粉(ただしマンノース及び麦芽糖からは

ガスを生成する可能性がbる〉

ただし，上記の糖類分解能l北海道直馬鈴薯青'i

枯病菌の場合で品うって(北海道産 トマト，ナス等

の青枯病菌，府県産馬鈴薯青枯病菌の場合もほ と

んど同様) ， 府県産タバコ立枯病菌の場合 ~Iま若

干異友り，とれば乳糖及び麦芽糖から酸を生じ，

麦芽糖からガスを生成 し?と。 

4 ペ 存期間  

十乙保った培養基上における本菌の生存期(、280 
し?と。ノレスチ カタバ コの根部に菌液を接種して移

閣を調資したが，木蘭|は牛乳培養では 102日以上，

馬鈴諮問{汁寒天でも 102日以上生存するが，ブイ

ヨン水では65目前後，蒸馬鈴議円筒基では51日以

内，ブイヨン7)，では40日以内に記減した。 ζの北

海道産の菌株は比較に供した府県l韮タバ コ立枯病

菌よ りもやや長命であった。 

5 寄 主 範 囲

背粘菌が多数のナス科植物のほか，キク科植物

その他のものを侵害する  ζ とは既に知られている

第11図 .t，~鈴撃でj枯病菌をトマト茎に ~-J・傷接種(←印〉した

もの(中央は無J玄関〉

が， 北海道産の青枯病菌も ，当t，Pj報竹第  4-1号にお

いて接種試験の成績を詳しく述べたよう VC，馬鈴

薯以外に多数の植物，たとえば トマト ，ナス， ト

ウガラシ，イ ヌホオズキ，ノレ スチカグノfコ3 コス

モス，アスター等を侵しうると とが認められた。

これらの植物のうち， トマト は最もよく発病し，

~または根部に対する有傷接種によって外部的に

も凋萎症状の現われることが多<，接種部位の黒

禍変， 内部の維管束部の黒褐変と 該部からの細菌

液の描出が普通に認められた。イヌホオズキもよ

く発病した。 トウガラシ及びナスは接種部位の内

部の病変は明瞭であったが， トマ トの場合に比べ

て外部的友凋萎症状は著し〈なかった。コスモス

及びアスタ ーもト ウガラシとほぼ同梯の症状を示

植したものでは，内部の市i主管束の禍変と 細菌液の

海出が認められ，凋萎は顕著でなかったが著しく

萎縮した。 しかしタバ コの場合には発病は明瞭で

友<，茎部楼種の場合は僅かに周部的感染がみら

れたに過ぎ、主主かった。友お，百日草，務花生， ヒ

マワ リ等は異状が認められ友かった。

北海道における馬鈴謡音枯病の激発地帯でほか

の作物に育村病が自然発生した例は少友い。 トマ

ト，ナス等の背枯病の被害はー卜)11中央部，空知北

部，本L峡市等で多くみられるが，こ

れらの地方は馬鈴特有利i病の多発地

ではない。 ζのとと は一つの疑問の

点では bるが，馬鈴法:背枯病激発地

帯では トマト，ナス実容の作付が版め

て少なし自家用として家屋の周囲

に僅かに栽培しているに過ぎないと

と，生育時期，生育環境等とも関連

する ζ とと考えられる。 しかし，本

病激発地の圃場にトマト，ナス等を

移植した場合には第  8表に示すとお

り明白に本病の被害が認められた。 

ζ の場合に注意すべぎは， トマト に

比較 してトウガラシ及びナス等の被

害が少なし またいずれの場合でも

外部的君主凋萎症状が甚しくない株でも 3 内部症状

が顕著に認められる例の多かったととである。






























